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第１章 目的 
国際電気通信連合－電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）での国際的な標準化、(社)情報通信技術

委員会（ＴＴＣ）での国内標準の作成ならびに企業内でのイントラネットの普及を契機として、ＩＰ

ネットワーク上に音声情報を流すＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ ｏｖｅｒ ＩＰ）技術への期待が着実に拡

大している。 

ＩＰパケットを使用したマルチメディア通信システムの規定として、１９９６年１１月にＩＴＵ

－Ｔ勧告に基づくＪＴ－Ｈ３２３が制定されたが、このＪＴ－Ｈ３２３の手順はマルチメディア端末

を扱うプロトコルであるため、複数の呼を同時に処理するＰＢＸ間の通信プロトコルとしては扱いづ

らいとの問題があった。 

それに反して、ＰＢＸ間におけるデジタルインタフェースとして制定されたＪＳ－１１５７２情

報をＩＰ網上に位置付けた場合、ＪＴ－Ｈ３２３を適用する際に生ずる問題が軽減され、かつ従来の

サービス性を損なうことなく容易に実装できることから、ＪＳ－１１５７２（ＱＳＩＧ）に基づく、

ＩＰイントラネット網のＶｏＩＰ（ＩＰ－ＱＳＩＧ）プロトコル仕様（ＪＪ－２０．２４）が２００

２年にＴＴＣ標準として制定された。 

今後、上記ＴＴＣ標準に規定されるプロトコルを実装する製品が各製造業者から製造・販売され

る中で、各ユーザのＰＢＸ導入を円滑に促進する為には、各製造業者間での相互接続性の確保が必要

不可欠であるが、製品化初期においては、標準に準拠して製造される製品同士でも異なる製造業者間

での相互接続性が確保されない場合があり、相互接続性の確保が重要な課題となっている。 

本ガイドラインは、このような状況を鑑み、各社が製造するＰＢＸ間でのＩＰイントラネット網

のＶｏＩＰ（ＩＰ－ＱＳＩＧ）プロトコル仕様による相互接続性を確保するため実施すべき相互接続

試験の内容、手順等について規定するものである。今後、情報通信ネットワーク産業協会が事務局を

務める「ＰＢＸ相互接続試験実施連絡会」等の相互接続実施機関（自ら相互接続試験を実施するもの

を含む）等において、本ガイドラインに従った相互接続試験が実施されることを通じて、我が国にお

けるＰＢＸの普及に向けた環境整備が発展すると共に、標準の実効性、新たな標準への反映等に資す

るものである。  

尚、試験環境及び試験機器に対するデータ設定等に関しては、相互接続実施機関等が別に定める

接続試験実施要領書に従うこととする。
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第２章  相互接続試験の対象範囲 
ＰＢＸ（ボタン電話を含む）の相互接続性は、相互のＰＢＸに端末を接続し、端末－端末間での

相互接続性を確認するものとする。 

2.1 試験対象機器 
ＶｏＩＰ（ＩＰ－ＱＳＩＧ）サービスを提供するＰＢＸであり、2.4 に示すＴＴＣ標準（ＪＪ－２

０．２４）及び標準（共通チャネル形信号方式等）に準拠するよう開発された装置とする。 

2.2 接続形態 
ＰＢＸ間を疑似ＩＰ網で接続し、そのリンク上で共通チャネル形信号方式のシグナリング情報を

パケット化し、接続試験を行う。 

図１に接続形態を示す。 

2.3 試験対象サービス 
音声交換サービス 

（注）試験対象サービスは製品の実装により決定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  相互接続試験形態 
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2.4 準拠すべき技術書 
・ＴＴＣ標準 ＪＪ－２０．２４ ＩＰイントラネット網のＶｏＩＰ（ＩＰ－ＱＳＩＧ）プロトコル

仕様 

（注） 相互接続試験の実施に関し、以下の標準を参考のために記載する。 

・ ＴＴＣ標準   ＪＳ－１１５７２     私設総合サービス網(回線交換ベアラサービス) 

             －ＰＢＸ間信号プロトコルレイヤ３仕様－ 

・ ＴＴＣ標準   ＪＴ－Ｑ９３１－ａ   ＰＢＸ間ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽ(共通ﾁｬﾈﾙ形信号方式)-ﾚｲﾔ 3仕様- 

 

第３章  相互接続試験の実施形態 
相互接続試験の実施形態は以下の３形態に分類される。 

① 音声サービス相互接続試験 

ＰＢＸに収容された音声端末相互の接続を行い、その通話の正常性を確認する。 

② 発番号表示接続試験 

ＰＢＸに収容された表示機能付き端末に、発信者端末の番号が表示されることを確認す

る。 

③ ＤＴＭＦ信号送受信試験 

ＰＢＸに収容された端末から通知されたＤＴＭＦ信号が正常に相手ＰＢＸで認識される

ことを確認する。 

 

 

第４章  相互接続試験参加 
4.1 前提条件 
相互接続試験参加にあたっては、事前に各製造業者のローカルエリア環境にて５章で規定される

試験実施方法に従い自社ＰＢＸ相互間で正常動作することを確認しておくこと。 

4.2 不定期接続試験依頼の対応 
不定期に接続試験の依頼があった場合は、試験依頼者及び既に接続試験の結果が得られている２

社以上の製造業者が参加し、接続試験を行う。 

 

第５章  試験実施方法 
5.1 事前確認 
  試験参加各社は、呼設定メッセージ・呼出メッセージ・応答メッセージおよび切断メッセージの伝
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達能力・チャネル識別子・メディアストリーム情報のコーディング・条件リストについて事前に情報

交換を行う。 

（参考として、コーディングの様式を別紙１－１～１－５、条件リストを別紙２－１、２－２に示す。

尚、これらの様式の内容は、試験内容の変化等に応じ、相互接続機関等で適宣変更されるものである。） 

5.2 実施場所 
  試験実施場所に関しては、相互接続試験実施機関等が指定する試験場所に機器を持ち込んで実施す

る。 

5.3 試験の実施 

5.3.1 試験での留意点 
  試験の実施にあたっては、効率的に試験を実施する為、トラブル発生時においても原因究明及び対

策は別途行い、問題点摘出を優先して実施し、各試験を一定時間内に終了するよう留意する。 

5.3.2 各試験での共通手順等 
  各試験の共通の手順等を以下に示す。 

・原則として、各製造業者等の試験対象機器の総当たりにより試験を実施する。 

・着番号情報は、試験参加者間で仮の局番を付与し、発信者は着信者に対して局番（例えば

７×）と内線番号を送出するものとする。 

・試験参加者間で発番号表示を実施する場合の発番号情報は、予め試験参加者間で取り決め

た番号を送出するものとする。 

・論理信号リンクの確立／解放手順に関しては、試験参加者間で「呼毎起動」、「常時起動」

のどちらかを事前に決定すること。 

5.4 相互接続試験手順等 

5.4.1 VｏＩＰ（ＩＰ－ＱＳＩＧ）による音声サービス相互接続試験 

（１）事前確認項目 

接続試験に先立ち、呼設定メッセージ・呼出メッセージ・応答メッセージおよび切断メッセ

ージの伝達能力・チャネル識別子・メディアストリーム情報のコーディング・条件リスト

について事前に確認すること。（参考としてチェックリストを別紙１－１に付す。） 

（２）試験項目 

発信／着信／受話音量／受話音質を確認する。 

（参考としてチェックリストを別紙３－１～３－２に付す。） 

  尚、３章の相互接続試験の実施形態で②発番号表示、または③ＤＴＭＦ信号送受の接続試

験を希望しない製造業者は、実施する試験形態に使用するメッセージのみ確認するものとす

る。 

（３）試験手順 

  インターネットプロトコル（ＩＰ）ネットワークを介してＴＣＰのコネクションが確立さ

れたＰＢＸにて、ＴＴＣ標準ＪＳ－１１５７２又はＪＴ－ Ｑ９３１－ａで定義された呼制
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御プロトコルに従い以下のパターンの試験を実施する。尚、３章の相互接続試験の実施形態

で②発番号表示の接続試験を希望しない製造業者は、パターン３・パターン４を、③ＤＴＭ

Ｆ信号送受の接続試験を希望しない製造業者は、パターン５・パターン６を実施しなくても

よい。 

 

＜パターン１＞ 

① Ａ社より発信し、Ｂ社を呼び出し、Ｂ社側端末で応答する。 

② 両方向の通話が正常に出来ることを確認する。 

＜パターン２＞ 

① Ｂ社より発信し、Ａ社を呼び出し、Ａ社側端末で応答する。 

② 両方向の通話が正常に出来ることを確認する。 

＜パターン３＞ 

① Ａ社より発信し、Ｂ社を呼び出し、Ｂ社側端末で応答する。 

② 両方向の通話が正常に出来ることを確認する。 

③ Ｂ社側表示機能付端末に、Ａ社発信端末の番号が表示されることを確認する。 

＜パターン４＞ 

① Ｂ社より発信し、Ａ社を呼び出し、Ａ社側端末で応答する。 

② 両方向の通話が正常に出来ることを確認する。 

③ Ａ社側表示機能付端末に、Ｂ社発信端末の番号が表示されることを確認する。 

＜パターン５＞ 

① Ａ社より発信し、Ｂ社を呼び出し、Ｂ社側端末で応答する。 

② 両方向の通話が正常に出来ることを確認する。 

③ Ｂ社側ＤＴＭＦテスターで確認した数字情報（０～９、＊、＃）が、Ａ社発

信端末から送信したＤＴＭＦ信号と一致することを確認する。 

＜パターン６＞ 

① Ｂ社より発信し、Ａ社を呼び出し、Ａ社側端末で応答する。 

② 両方向の通話が正常に出来ることを確認する。 

③ Ａ社側ＤＴＭＦテスターで確認した数字情報（０～９、＊、＃）が、Ｂ社発

信端末から送信したＤＴＭＦ信号と一致することを確認する。 
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第６章  試験結果の取りまとめとその後の手続き 
6.1 試験結果の取りまとめ 
  相互接続試験終了後、相互接続実施機関等は試験結果を取りまとめるものとする。 

（様式の例を別紙３－１、３－２、別紙４－１、４－２に示す。） 

  当該機関等は、必要に応じ相互接続試験結果を標準活動にフィードバックするものとする。 
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別紙１－１(１／４) 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

呼設定メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

伝 達 能 力 (Ｂ Ｃ ) チ ャ ネ ル 識 別 子   

――――――――― ―――――――――  

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング   

１ ０００００１００ ０４ １ ０００１１０００ １８    

２   ２      

３   ３      

４   ３.１      

４ａ   ３.２      

４ｂ   ３.３      

５         

５ａ         

５ｂ         

５ｃ         

５ｄ         

６         

７         

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

（３） チャネル識別子のチャネル番号に注意点が必要な場合は、備考欄に記述すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－１(２／４) 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

呼設定メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

発番号情報   

指定する・省略する   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１０１１００ ６Ｃ １９      

２   ２０      

３   ２１      

３ａ   ２２      

４   ２３      

５   ２４      

６   ２５      

７   ２６      

８   ２７      

９   ２８      

１０   ２９      

１１   ３０      

１２   ３１      

１３   ３２      

１４   ３３      

１５   ３４      

１６   ３５      

１７   ３６      

１５         

１８         

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－１(３／４) 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

呼設定メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

着番号情報   

―――――――――   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１１００００ ７０ ２１      

２   ２２      

３   ２３      

４   ２４      

５   ２５      

６   ２６      

７   ２７      

８   ２８      

９   ２９      

１０   ３０      

１１   ３１      

１２   ３２      

１３   ３３      

１４   ３４      

１５   ３５      

１６         

１７         

１８         

１９         

２０         

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－１(４／４) 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

呼設定メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

ユーザユーザ情報   

―――――――――   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１１１１１０ ７Ｅ ２１   ４１   

２   ２２   ４２   

３   ２３   ４３   

４   ２４   ４４   

５   ２５   ４５   

６   ２６   ４６   

７   ２７   ４７   

８   ２８   ４８   

９   ２９   ４９   

１０   ３０   ５０   

１１   ３１   ５１   

１２   ３２   ５２   

１３   ３３   ５３   

１４   ３４   ５４   

１５   ３５   ５５   

１６   ３６   ５６   

１７   ３７   ５７   

１８   ３８   ５８   

１９   ３９   ５９   

２０   ４０   ６０   

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－２ 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

呼出メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

ユーザユーザ情報   

指定する・省略する   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１１１１１０ ７Ｅ ２１   ４１   

２   ２２   ４２   

３   ２３   ４３   

４   ２４   ４４   

５   ２５   ４５   

６   ２６   ４６   

７   ２７   ４７   

８   ２８   ４８   

９   ２９   ４９   

１０   ３０   ５０   

１１   ３１   ５１   

１２   ３２   ５２   

１３   ３３   ５３   

１４   ３４   ５４   

１５   ３５   ５５   

１６   ３６   ５６   

１７   ３７   ５７   

１８   ３８   ５８   

１９   ３９   ５９   

２０   ４０   ６０   

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－３ 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

応答メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

ユーザユーザ情報   

指定する・省略する   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１１１１１０ ７Ｅ ２１   ４１   

２   ２２   ４２   

３   ２３   ４３   

４   ２４   ４４   

５   ２５   ４５   

６   ２６   ４６   

７   ２７   ４７   

８   ２８   ４８   

９   ２９   ４９   

１０   ３０   ５０   

１１   ３１   ５１   

１２   ３２   ５２   

１３   ３３   ５３   

１４   ３４   ５４   

１５   ３５   ５５   

１６   ３６   ５６   

１７   ３７   ５７   

１８   ３８   ５８   

１９   ３９   ５９   

２０   ４０   ６０   

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－４ 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

切断メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

ユーザユーザ情報   

―――――――――   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１１１１１０ ７Ｅ ２１   ４１   

２   ２２   ４２   

３   ２３   ４３   

４   ２４   ４４   

５   ２５   ４５   

６   ２６   ４６   

７   ２７   ４７   

８   ２８   ４８   

９   ２９   ４９   

１０   ３０   ５０   

１１   ３１   ５１   

１２   ３２   ５２   

１３   ３３   ５３   

１４   ３４   ５４   

１５   ３５   ５５   

１６   ３６   ５６   

１７   ３７   ５７   

１８   ３８   ５８   

１９   ３９   ５９   

２０   ４０   ６０   

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙１－５ 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス(ＪＪ－２０．２４)

 

付加情報メッセージの通信可能性に関する情報要素 

［パターン   ／    ］ （複数パターンの場合には、用紙を複写して記入すること。） 

 

ユーザユーザ情報   

―――――――――   

ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

コーディング ｵｸﾃｯ

ﾄ 

 

１ ０１１１１１１０ ７Ｅ ２１   ４１   

２   ２２   ４２   

３   ２３   ４３   

４   ２４   ４４   

５   ２５   ４５   

６   ２６   ４６   

７   ２７   ４７   

８   ２８   ４８   

９   ２９   ４９   

１０   ３０   ５０   

１１   ３１   ５１   

１２   ３２   ５２   

１３   ３３   ５３   

１４   ３４   ５４   

１５   ３５   ５５   

１６   ３６   ５６   

１７   ３７   ５７   

１８   ３８   ５８   

１９   ３９   ５９   

２０   ４０   ６０   

 

［記入上の注意点］ 

（１） 省略されるオクテットには、何も記入せずブランクとすること。 

（２） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 

［備  考］ 
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別紙２－１ 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

 

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス相互接続試験条件リスト (ＪＪ－２０．２４：ＪＳ－１１５７２) 

 

№ 
項   目 選択パラメータ 備   考 

１ プロトコル識別子 ① ０８  

２ 呼番号長 ① ２  

３ 着番号のオクテット３ ① ８０ ②その他 その他の時はオクテット３のみ

記入する（          ） 

４ 発番号のオクテット３ ① ８０ ②その他 その他の時はオクテット３のみ

記入する（          ） 

５ 発番号のオクテット３ａ ① 省略 ②その他 その他の時はオクテット３ａの

み記入する（          ） 

６ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）のバージョン識別子 

①０ｘ２０ ＴＴＣ1．０版 

７ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）のプロトコル識別子 

①０ 

 

ＪＪ－２０．２４ 

８ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）の音声伝達能力（音声タイプ）

①０ｘ０３ 

②０ｘ０ｂ 

③その他 

０ｘ０３：Ｇ７１１Ｕｌａｗ 

０ｘ０ｂ：Ｇ７２９Ａ 

９ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）の音声伝達能力（ペイロード

周期） 

①０ｘ２８ 

②その他 

０ｘ２８：４０ｍＳ 

１０ コネクション制御 ①呼毎起動手順制御

②常時起動手順制御

 

 

 

［記入上の注意点］ 

（１） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 
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別紙２－２ 

     会社名  

     担  当  

     ＴＥＬ  

     ＦＡＸ  

 

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス相互接続試験条件リスト (ＪＪ－２０．２４：ＪＴ－Ｑ９３１－ａ) 

 

№ 
項   目 選択パラメータ 備   考 

１ プロトコル識別子 ① ４２  

２ 呼番号長 ① ２  

３ 着番号のオクテット３ ① ８０ ②その他 その他の時はオクテット３のみ

記入する（          ） 

４ 発番号のオクテット３ ① ８０ ②その他 その他の時はオクテット３のみ

記入する（          ） 

５ 発番号のオクテット３ａ ① 省略 ②その他 その他の時はオクテット３ａの

み記入する（          ） 

６ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）のバージョン識別子 

①０ｘ２０ ＴＴＣ1．０版 

７ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）のプロトコル識別子 

①０ 

 

ＪＪ－２０．２４ 

８ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）の音声伝達能力（音声タイプ）

①０ｘ０３ 

②０ｘ０ｂ 

③その他 

０ｘ０３：Ｇ７１１Ｕｌａｗ 

０ｘ０ｂ：Ｇ７２９Ａ 

９ ユーザユーザ（メディアストリーム

情報）の音声伝達能力（ペイロード

周期） 

①０ｘ２８ 

②その他 

０ｘ２８：４０ｍＳ 

１０ コネクション制御 ①呼毎起動手順制御

②常時起動手順制御

 

 

 

［記入上の注意点］ 

（１） 提出する様式には、１枚１枚に必ず会社名等を記入すること。 

 



 

 

 

別紙３－１ 

  （注）試験終了後速やかに報告のこと  

受  発 会社名・部課名 機 種 名  

信 殿 信 発信者名  

FAX 

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス相互接続試験（ＪＳ－１１５７２）チェックリスト 

項目 チェック項目 判 定 基 準            

１ 発 信 正常に発信でき相手に着信できること。 

（判定○・または×） 

          

２ 着 信 正常に着信できること。 

（判定○・または×） 

          

３ 受  話  音  量 受話音量 会話が良好におこなえる音量であること。 

（判定：大きい・小さい・適当・無音） 

          

４ 受  話  音  質 受話音質 会話が明瞭に聞こえる音質であること。 

（判定○・または×、×の場合は理由も記入） 

          

５ 発 番 号 表 示 発信端末の番号が表示されること。 

（判定○・または× ただし未実施の場合は－） 

          

６ ＤＴＭＦ信号送受 ＤＴＭＦテスターで確認した数字情報が、発信端末

から送信したＤＴＭＦ信号と一致すること。 

（判定○・または× ただし未実施の場合は－） 

          

 

総 合 評 価 （ 判 定 ○ ・ ま た は × ）  

          

 

 

 

試 験 日 時  

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

 

月 

日 

： 

～ 

： 

 

月 

日 

： 

～ 

： 

  

備   考  
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別紙３－２ 

  （注）試験終了後速やかに報告のこと  

受  発 会社名・部課名 機 種 名  

信 殿 信 発信者名  

FAX 

ＩＰ－ＱＳＩＧ相互接続試験（ＪＴ－Ｑ９３１－ａ）チェックリスト 

項目 チェック項目 判 定 基 準            

１ 発 信 正常に発信でき相手に着信できること。 

（判定○・または×） 

          

２ 着 信 正常に着信できること。 

（判定○・または×） 

          

３ 受  話  音  量 受話音量 会話が良好におこなえる音量であること。 

（判定：大きい・小さい・適当・無音） 

          

４ 受  話  音  質 受話音質 会話が明瞭に聞こえる音質であること。 

（判定○・または×、×の場合は理由も記入） 

          

５ 発 番 号 表 示 発信端末の番号が表示されること。 

（判定○・または× ただし未実施の場合は－） 

          

６ ＤＴＭＦ信号送受 ＤＴＭＦテスターで確認した数字情報が、発信端末

から送信したＤＴＭＦ信号と一致すること。 

（判定○・または× ただし未実施の場合は－） 

          

 

総 合 評 価 （ 判 定 ○ ・ ま た は × ）  

          

 

 

 

試 験 日 時  

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

月

日

： 

～ 

： 

 

月 

日 

： 

～ 

： 

 

月 

日 

： 

～ 

： 

  

備   考  
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別紙４－１ 

ＰＢＸ相互接続試験結果表 

（ＩＰ－ＱＳＩＧ：ＪＳ－１１５７２） 

 

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス相互接続試験 

試験日  月    日

着 側  

 

 

 発 側 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

判定 ○ ： 接続可 

  × ： 接続不可 
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別紙４－２ 

ＰＢＸ相互接続試験結果表 

（ＩＰ－ＱＳＩＧ：ＪＴ－Ｑ９３１－ａ） 

 

ＩＰ－ＱＳＩＧサービス相互接続試験 

試験日  月    日

着 側  

 

 

 発 側 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

 

        

 

 

判定 ○ ： 接続可 

  × ： 接続不可 

 

 

 


